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業務概要

業務名：令和５年度岡山国道管内
トンネル点検業務

業務箇所：岡山国道事務所管内
11TN

履行期間：自)令和5年8月5日～至)
令和6年2月29日

発注者：国土交通省 中国地方整備
局 岡山国道事務所

受注者：株式会社ウエスコ



業務数量

定期点検…10トンネル

監視点検…1トンネル

附属物点検…照明（1031基）

警報装置（8トンネル）

ラジオ再放送（5トンネル）

情報BOX（1793m）

ジェットファン（3基）

標識関係（40基）



トンネル位置図

国道53号

国道2号



業務目的

• 本業務は岡山国道事務所管内の11ト

ンネルについて、10トンネルの定期

点検と1トンネルの監視点検を実施し、

変状・異常箇所の把握や応急措置を

行うことを目的とした業務である



技術的特徴

対象トンネルの多くは、
供用から50年近く経過し
た矢板トンネル

変状や補修跡が多数
⇒現場作業（点検・ス
ケッチ）に時間がかかる



技術的特徴2

• 国道2号に位置するトン
ネルは、交通量が多い

• また、幅員も狭い

• 規制に起因した追突事
故や、渋滞の発生、覆
工や点検車への接触リ
スクが懸念



技術的特徴3

令和5年9月5日
山陽自動車道下り線
赤穂IC～龍野西IC間の
尼子山トンネル内にて
車両火災事故発生

（出典）西日本高速道路株式会社ニュースリリースより



技術的特徴3

• 山陽道（下り線）播磨JCT～赤穂ICが通行止めとなり、
三石第二、第一、船坂山トンネルが位置する国道2号
の備前IC以東が迂回路に⇒交通量が約2倍に増加

ここ



山陽道通行止めの影響分析

• 道路情報提供システムの道路画像
による交通状況の確認

• 船坂山下り線の滞留が顕著。特に
13時台には自然渋滞の発生を確認
（左写真）

• 三石のカメラでは同時刻でも顕著
な滞留は確認されず

※2023/9/8 13時台の画像



船坂山トンネル

いずれも上り勾配

• 狭小断面のため、大型車同士がすれ
違う際に速度を落とす

• 上下線ともにトンネルに向かって上
り勾配となっているため、減速後の
加速が遅くなる

• 交通量増により後続車が停車
⇒自然渋滞の発生



トラフィックカウンターの
測定結果を用いた交通量分析

平常時(5,500台)の
約2倍に増加

平常時(2,300台)の
約2.5倍に増加



　交　通　量　常　時　観　測　日　報　

観測地点コード   07115010 （路線名）  一般国道２ （通称名）  三石                            観　　測　　日 2023年09月10日   日曜日

上　り 7-8 8-9 9-10 10-11 11-12 12-13 13-14 14-15 15-16 16-17 17-18 18-19 昼間計 19-20 20-21 21-22 22-23 23-24 0-1 1-2 2-3 3-4 4-5 5-6 6-7 夜間計 合計

大型貨物 111 111 115 125 164 134 140 177 179 172 201 208 1837 198 211 227 251 228 223 236 274 313 359 327 225 3072 4909

バス 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小型貨物 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

乗用車 378 444 456 359 493 455 456 563 618 650 605 543 6020 397 339 343 197 144 87 52 42 49 82 113 204 2049 8069

判別不能 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合　　計 489 555 571 484 657 589 596 740 797 822 806 751 7857 595 550 570 448 372 310 288 316 362 441 440 429 5121 12978

　速度（km/h） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　占有率（％） 4 5 7 7 7 5 5 7 8 8 8 8 6.6 6 6 7 6 5 5 5 5 6 8 7 5 5.9 6.3

　停　　電

　ループ異常

　超音波異常

下　り 7-8 8-9 9-10 10-11 11-12 12-13 13-14 14-15 15-16 16-17 17-18 18-19 昼間計 19-20 20-21 21-22 22-23 23-24 0-1 1-2 2-3 3-4 4-5 5-6 6-7 夜間計 合計

大型貨物 96 94 81 90 141 111 94 116 158 144 149 159 1433 147 172 185 219 188 175 195 220 249 327 371 340 2788 4221

バス 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小型貨物 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

乗用車 360 514 405 419 688 477 508 574 546 663 734 605 6493 666 565 602 452 344 200 133 106 87 85 135 265 3640 10133

判別不能 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合　　計 456 608 486 509 829 588 602 690 704 807 883 764 7926 813 737 787 671 532 375 328 326 336 412 506 605 6428 14354

　速度（km/h） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　占有率（％） 4 5 7 8 10 5 5 6 7 8 8 8 6.8 8 8 9 8 6 5 4 5 5 7 9 9 6.9 6.8

　停　　電

　ループ異常

　超音波異常

※　停電・ループ異常・超音波異常に異常があった場合は「１」が表示されます。

時
間
交
通
量

（台）

時
間
交
通
量

（台）

○規制時間帯における交通量
昼間(9-17)…上り：5,256台、下り：5,215台、合計：10,471台
夜間(22-5)…上り：2,537台、下り：2,980台、合計：5,517台

＜山陽道上下線通行止め＞
　交　通　量　常　時　観　測　日　報　

観測地点コード   07115010 （路線名）  一般国道２ （通称名）  三石                            観　　測　　日 2023年09月11日   月曜日

上　り 7-8 8-9 9-10 10-11 11-12 12-13 13-14 14-15 15-16 16-17 17-18 18-19 昼間計 19-20 20-21 21-22 22-23 23-24 0-1 1-2 2-3 3-4 4-5 5-6 6-7 夜間計 合計

大型貨物 189 241 383 500 486 402 346 383 338 313 247 243 4071 309 290 244 166 150 187 156 169 200 199 234 136 2440 6511

バス 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小型貨物 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

乗用車 255 223 271 271 237 195 224 300 311 320 341 241 3189 251 140 90 47 46 36 32 18 18 32 42 84 836 4025

判別不能 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合　　計 444 464 654 771 723 597 570 683 649 633 588 484 7260 560 430 334 213 196 223 188 187 218 231 276 220 3276 10536

　速度（km/h） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　占有率（％） 5 6 10 13 19 9 8 10 9 8 7 6 9.2 8 7 5 3 3 3 2 3 3 3 4 2 3.8 6.5

　停　　電

　ループ異常

　超音波異常

下　り 7-8 8-9 9-10 10-11 11-12 12-13 13-14 14-15 15-16 16-17 17-18 18-19 昼間計 19-20 20-21 21-22 22-23 23-24 0-1 1-2 2-3 3-4 4-5 5-6 6-7 夜間計 合計

大型貨物 203 172 255 283 303 382 398 383 378 396 325 336 3814 347 392 369 390 407 448 380 406 442 434 441 446 4902 8716

バス 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小型貨物 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

乗用車 410 344 377 360 371 345 310 310 341 350 382 289 4189 250 232 201 153 136 119 89 59 72 61 77 186 1635 5824

判別不能 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合　　計 613 516 632 643 674 727 708 693 719 746 707 625 8003 597 624 570 543 543 567 469 465 514 495 518 632 6537 14540

　速度（km/h） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　占有率（％） 7 5 8 8 9 10 10 10 10 11 9 9 8.8 9 10 9 10 9 10 8 8 10 9 9 11 9.3 9.1

　停　　電

　ループ異常

　超音波異常

※　停電・ループ異常・超音波異常に異常があった場合は「１」が表示されます。

時
間
交
通
量

（台）

時
間
交
通
量

（台）

○規制時間帯における交通量
昼間(9-17)…上り：5,280台、下り：5,542台、合計：10,822台
夜間(22-5)…上り：1,456台、下り：3,596台、合計：5,052台

＜山陽道上下線通行止め＞
※上りは20時通行止め解除 規制解除に伴う交通量減　交　通　量　常　時　観　測　日　報　

観測地点コード   07115010 （路線名）  一般国道２ （通称名）  三石                            観　　測　　日 2023年09月12日   火曜日

上　り 7-8 8-9 9-10 10-11 11-12 12-13 13-14 14-15 15-16 16-17 17-18 18-19 昼間計 19-20 20-21 21-22 22-23 23-24 0-1 1-2 2-3 3-4 4-5 5-6 6-7 夜間計 合計

大型貨物 106 137 215 297 308 273 231 201 179 166 173 118 2404 135 107 203 140 120 122 134 149 194 199 193 125 1821 4225

バス 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小型貨物 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

乗用車 125 116 117 130 101 114 109 131 140 141 230 155 1609 95 79 53 62 46 33 26 18 21 29 40 78 580 2189

判別不能 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合　　計 231 253 332 427 409 387 340 332 319 307 403 273 4013 230 186 256 202 166 155 160 167 215 228 233 203 2401 6414

　速度（km/h） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　占有率（％） 2 3 4 6 6 5 5 4 4 3 4 3 4.1 3 2 4 2 2 2 2 2 3 3 3 2 2.5 3.3

　停　　電

　ループ異常

　超音波異常

下　り 7-8 8-9 9-10 10-11 11-12 12-13 13-14 14-15 15-16 16-17 17-18 18-19 昼間計 19-20 20-21 21-22 22-23 23-24 0-1 1-2 2-3 3-4 4-5 5-6 6-7 夜間計 合計

大型貨物 307 265 323 338 377 422 444 432 417 411 396 359 4491 376 402 425 448 412 448 412 412 441 419 436 426 5057 9548

バス 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小型貨物 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

乗用車 392 318 370 398 356 311 327 272 324 366 370 308 4112 253 205 181 125 134 122 93 71 51 65 87 197 1584 5696

判別不能 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合　　計 699 583 693 736 733 733 771 704 741 777 766 667 8603 629 607 606 573 546 570 505 483 492 484 523 623 6641 15244

　速度（km/h） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　占有率（％） 9 7 9 10 10 11 12 11 11 11 11 10 10.2 10 10 10 10 9 10 9 9 9 9 9 10 9.5 9.8

　停　　電

　ループ異常

　超音波異常

※　停電・ループ異常・超音波異常に異常があった場合は「１」が表示されます。

時
間
交
通
量

（台）

時
間
交
通
量

（台）

○規制時間帯における交通量
昼間(9-17)…上り：2,853台、下り：5,888台、合計：8,741台
夜間(22-5)…上り：1,293台、下り：3,653台、合計：4,946台

＜山陽道下り線通行止め＞

上下線で約2～3倍
交通量に差

４時前から
再び交通量が増加



明らかとなった問題点

当初規制を予定して
いた昼間は、規制が
無い平時でも自然渋
滞が発生

01
24時を境に交通量は
緩和傾向。
しかし、規制による
渋滞がどこまで緩和
されるかは未知数

02
4時以降再び交通量
が増加。
規制終了時間ギリギ
リでの解放作業は安
全面でリスクがある

03



解決策①
作業時間の変更
（昼間⇒夜間）

昼間作業は事故発生のリスクが高
いと判断

また、渋滞緩和を目的に規制の一
時開放が頻繁に必要になると想定
→円滑な現場作業も困難

交通量の整理結果を用いて関係機
関と協議を実施し、夜間作業へ変
更

【効果】
安全な現場作業と円滑な業務遂行
を両立



解決策②
作業日程の工夫

• 点検期間初日に三石第二トンネルの現場作業

• 夜間交通量の推移が滞留長に及ぼす影響や、規制方法
の問題点の把握と改善が目的

• 【効果】
問題点の把握により、条件の厳しい残り2トンネルの
作業にフィードバックできた



対象トンネル
の特徴

・ 船坂山トンネル

上下線ともに上り勾配。覆工表面に吹
付がされており、全面打音が必要。吹
付部のうきの原因究明のため、コア削
孔を追加実施

・ 三石第一トンネル

延長が440mと3トンネルの中で最も長い

・ 三石第二トンネル

延長が192mと最も短く、過年度変状も
比較的少ない。昼間渋滞が発生した船
坂山トンネルから最も遠い



解決策③ -1
(1)交通量の推移
を考慮した規制
開始時間の変更

交通量が緩和する翌1時以降は滞留長が
大きく緩和

規制開始時間を22時から23時に変更

交通量がまだ比較的多い、24時以前の規
制時間を短縮することで、滞留長の短縮
を狙った

【効果】
規制開始時間の変更の結果、最長2km以
上あった下り線の滞留長を1km程度短縮



解決策③-2
(2)規制看板配
置計画の変更

当初、規制看板の配置は1km先から

下り線は1km付近まで渋滞が常態化
⇒道路利用者に対して、規制予告が適切
に出来ていないことが懸念

三石第一トンネルおよび船坂山トンネル
では、下り線のみ3km先から規制看板を
設置

【効果】
規制予告を適切に行えるよう改善



解決策④
点検支援技術
による省力化

走行型画像計測を活用し、代替できる
現場作業は全て省略（例：ひび割れ長
さの現地計測、点検調書作成用の全体
写真の撮影、現場スケッチなど）

【効果】
当初予定していた現場作業時間を1時
間程度短縮

走行型画像計測(MIMM-R)



高評価の要因

無事故で作業を終えることがで
きたこと

業務遂行に対して積極性を示せ
たこと

点検支援技術の有効活用

トンネル毎の状態に応じた調査
提案



工夫した点・
苦労した点

山陽道通行止めの影響を、
定量的（交通量の推移）に
示すことで、昼間作業のリ
スクを理解いただけた

上下線で交通量に偏りが
あったため、片側交互通行
の実施に苦慮

夜間は特車が通る



最後に

• 突発的な事象が発生した場合、これまでの知識や経験
が活きることを実感

例：トラフィックカウンターが対象路線にあり、かつ
データを活用できるのでは？と考えたのも、対象トン
ネルの換気設備更新業務に携わったことがきっかけ

• 厳しい条件下でも無事故で完了できたのは、岡山国道
事務所道路整備課の方々のご指導のほか、業務に携
わっていただいた担当技術者、協力業者の皆さんのお
かげであり、改めてこの場で皆様に感謝・お礼申し上
げます



ご清聴ありがとうございました


